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研究成果の概要（和文）：本研究では、地方政治に関する研究の活性化・学際的応用を目指して、「議論の背
景」「議論の過程」「議論の結果」を関連づけるコーパスを構築する。具体的には、新聞記事（議論の背景）、
地方議会会議録(議論の過程)、条例（議論の結果）の3つの言語資源を地域、時間、課題の観点から関連づける
ことを目指す。本研究の目的は以下の3点である。 A)3つの言語資源（地方議会会議録・条例・新聞記事）の収
集・整理 B)地域・時間・課題などの観点から3つの言語資源を関連づけるコーパスの構築 C)上記の成果を用い
た、政治学・経済学・言語学・情報工学における応用研究

研究成果の概要（英文）：In this research, a corpus that correlates "background of discussion", "
process of discussion" and "result of discussion" is constructed with the aim of activating and 
interdisciplinary research on local politics. Specifically, we aim to link three language resources,
 newspaper articles (background of discussions), minutes of local assembly (process of discussions),
 and ordinances (results of discussions) from the viewpoint of region, time, and issues. The purpose
 of this research is the following three points. A) Collection and organization of three language 
resources (local assembly minutes,  ordinances, newspaper articles) B) Build a corpus that links 
three language resources from the perspective of region, time, and issues C) Applied research in 
politics, economics, linguistics, and information engineering using the above results

研究分野： 自然言語処理

キーワード： 政治情報　地方議会　議会会議録　コーパス構築　議論の背景　議論の過程　議論の結果

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本課題では、地方政治に関する研究の活性化・学際的応用を目指して、政治学・経済学、社会言語学などの研究
分野での利用を促進する。
本研究では、地方議会会議録（議論の過程）と条例（議論の結果）および新聞記事（議論の背景）を関連づける
コーパスを構築するために、まず地方議会会議録に加え、条例、新聞記事を収集、整理する。その上で、議論の
過程、結果、背景を関連づけるために、会議録に含まれる議論と条例、および、新聞記事を地域・時間・課題の
3つの観点から結びつける。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
地方分権や地方創生などの議論が盛んになっており、地方政治が注目を集めている。このため、
地方議会におけるすべての発言が書き記された地方議会会議録の分析も重要性を増している。
幾つかの研究分野において、自治体がウェブ公開している地方議会会議録を対象とした調査・分
析が行われている。このような研究では、自治体によって個別に公開された議会会議録を逐一収
集しており、調査・分析を始めるまでの準備に時間と労力がかかるという問題があった。 
 このように地方議会会議録コーパスは、主として地域差のある大規模話しことばコーパスと
しての特徴を活かした研究成果(自然言語処理や言語分析)をあげているが、地方議会会議録コー
パスの重要な応用対象である地方政治に関する分析において、現在のところ研究がほとんど進
んでいない。地方議会会議録コーパスを利用した研究をさらに学際的に推進するために、政治学、
経済学諸分野の研究者に意見を求め、学問的要求を調査したところ、①議論の過程としての議会
会議録に加えて、議論の結果（制定された条例や、採決における投票結果）の情報があることが
望ましいこと［政治経済学分野］や、②その地方独自の課題や自治体の地域特性など、議論の背
景となるものに関する情報が必要であること[政治学]が明らかになった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、地方政治に関する研究の活性化・学際的応用を目指して、「議論の背景」「議論の過
程」「議論の結果」を関連づけるコーパスを構築する。具体的には、新聞記事（議論の背景）、地
方議会会議録(議論の過程)、条例（議論の結果）の 3 つの言語資源を地域、時間、課題の観点か
ら関連づけることを目指す。本研究の目的は以下の 3 点である。 
A) 3 つの言語資源（地方議会会議録・条例・新聞記事）の収集・整理 
B) 地域・時間・課題などの観点から 3 つの言語資源を関連づけるコーパスの構築 
C) 上記の成果を用いた、政治学・経済学・言語学・情報工学における応用研究 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、地方議会会議録（議論の過程）と条例（議論の結果）および新聞記事（議論の背景）
を関連づけるコーパスを構築するために、まず地方議会会議録に加え、条例、新聞記事を収集、
整理する。その上で、議論の過程、結果、背景を関連づけるために、会議録に含まれる議論と条
例、および、新聞記事を地域・時間・課題の 3つの観点から結びつける。また、構築したコーパ
スを用いて、政治学・経済学・言語学・情報工学における応用研究の支援を行う。本研究期間に
おいて以下の 3点を行う。 
A)3 つの言語資源（地方議会会議録・条例・新聞記事）の収集・整理 
 地方議会会議録・条例は、自治体の公式ウェブサイトから収集し、新聞記事は、有料の新聞記
事コーパスを購入する。特に、地方議会会議録・条例は、自治体によりウェブ上に掲載する形式
が異なるため、異なる形式ごとのプログラムを作成する。 
B)地域・時間・課題の観点から 3つの言語資源を関連づけるコーパスの構築 
 ３つの言語資源を用いて、地域課題に関する議題の「背景」「過程」「結果」を「時間（発言日
時、新聞の日付など）」「地域（自治体名・地域区分名など）」「課題（キーワード・固有名詞など）」
の観点から結びつける。 
C)上記の成果を用いた、政治学・経済学・言語学・情報工学における応用研究の支援 
 本課題では、特に、政治学・経済学の研究分野での利用を促進する。 
 政治学の分野では、研究分担者の河村准教授(東北大)が、地方政治を専門とする政治学者であ
り、地方議会会議録コーパスを利用する研究を進めている。応募者は、H27 に採択された河村(東
北大)が研究代表者となっている研究(研究課題番号：15H02790)の連携研究者になっており、政
治学分野の支援を行う。 
 また、経済学の分野では、研究分担者の川浦教授(同志社大)が、地方議会会議録を用いた研究
を進めており、本課題で構築するコーパスを用いて研究を行う予定である。 
 
４．研究成果 
 
本研究では、3 つの言語資源（地方議会会議録・条例・新聞記事）に対して、対象期間を 2011

年から 2015 年まで、対象自治体を 47 都道府県とした。地方議会会議録では、都道府県議会会議
録を「発言テーブル」と「発言者テーブル」で構成される関係データベースの形で整理した。発
言テーブルは下記のように 17 のフィールドを定義した。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、発言者テーブルには、9つのフィールドを定義した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
47 都道府府県の異なる形式で公開されている会議録は、このデータベースに格納することで、

自治体、年度、議員名などの観点から、検索できる全文検索に加えて、クロス表やマップ検索な
の機能も追加した( http://local-politics.jp/47pref )。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本研究では、基盤となる会議録データベースを軸として、社会言語学、政治学、経済学の観点か
ら応用研究を進めた。特に、政治・経済分野における応用研究としては、「選挙」に焦点を当て、
「選挙結果と発言量」や「選挙結果と議員の発言内容」についての研究を進めた。 
 
他にも、異なる言語資源として、条例および新聞についても考慮しながら、会議録と Wikipedia
のタイトルを結びつける研究を進めた。QA Lab PoliInfo2( https://poliinfo2.net/ )の Entity 
Linking タスクでは、設議会会議録から条例を見つけるデータセットの構築を行った。下記のサ
イトからは、データセットのダウンロードも可能になっている。 
https://github.com/kmr-y/NTCIR14-QALab-PoliInfo-FormalRunDataset  
https://poliinfo.github.io/  
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